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 新カリキュラム導入と同時に、「学習の記録」という新しい活動がスタートし

ました。この活動はレベルチェックテスト時と講習最終日に行われます。 

 1つ目は、新カリキュラムの学習内容が翻訳してあるもの、2つ目は日本語で具

体的にできることが書いてあるもの（例：自動販売機の使い方がわかります）で

す。これらには〇△×を付けて、自分が出来る事・出来ないことをチェックをし

て記録します。3 つ目は、当校滞在中、学校外で日本語でチャレンジしたことを

記録するというものです。 

この取り組みは、自分の日本語力を可視化することで、自分の今の日本語力や 

頑張りたいことを明確にすることが出来、学習の意欲につながると考え 

始めるものです。自分の日本語力が上がったと実感できれば、日本語の学習も 

更に楽しくなると考えています。  

ぜひ実習生が配属される時に、当校の学習を通じて「できるように 

なったこと」を聞いてみてください。 

今月は番外編として、自動車運転免許（準中型）

コースを受講中のインドネシア人 MUHAMAD 

RIFQI ALHAFID（リフキ）さんを紹介します。 

リフキさんは特定技能の在留資格で日本に在住し

ています。今回仕事の関係で日本の準中型の運転免

許が必要となり、当校の日本語運転免許取得講習を

受講することになりました。カリキュラム前半の、

運転免許学科試験対策と自動車教習所の日本語会話

対策の受講を終え、現在は栃木県内の自動車教習所

で、運転免許合宿コースに参加中。 

順調に進めば、来月号で、 

準中型普通運転免許証を 

手にしたリフキさんの姿 

をお届け出来ることにな 

っています。 
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今年も綺麗な

花を咲かせた研

修センターのあ

じけん桜。 

 

令和７年 3 月 29日撮影 

 4月に入りました。新年度を迎え当校では新しいカリキュラムでの日本語講習がいよいよ始まりました。今回のカ

リキュラム改定では、2027年度から導入される予定の育成就労制度下の日本語指導を見据え、学習者の日本での生

活全般を視野に入れたこれまで以上に幅広いコミュニケーション活動の育成を目指していきます。 

また、昨年度より準備を始めていた国内の外国人や、特定技能外国人ドライバー候補者に対する自動車運転免許取

得対策コースも順調にスタートを切り、現在インドネシア人特定技能者 1名が準中型、特定技能ドライバー候補の中

国人 4名が大型二種の運転免許証取得に向け、技能実習生達に負けじと熱心に勉強中です。 

あじけんスコープ Vol.141  ～「学習の記録」導入 ～ 

当校インドネシア人日本語講師のアエプ 

先生と学科試験対策に取り組むリフキさん 教習車の前でポーズをとるリフキさん 
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写真 4：先輩に向けた別れの言葉 

※ 当校ホームページ http://www.ajiken.jp/ から「あじけん通信」バックナンバーもご覧になれます。 

あじけん流日本語授業

今月のあじけん流日本語授業は、別れの挨拶、初日の挨拶を扱った授業を紹介いたします。春は、別れと出会い

の季節。実習生も、当校の講習修了があり、また、実習先での新しい出会いが控えています。そんな時の挨拶を学

習しておくことは、実習先での出会いや別れの際にも有意義だと思い、今回この授業を取り扱ってみました。 

まず、別れの挨拶から考えました。お世話になった先生や、スタッフにお礼を述べる場面があったと仮定し、フ

ォーマルな話し方で挨拶の練習をしました。「お世話になりました」などのお礼の言葉を学習し（写真①）、実際に

挨拶の練習をしました（写真②）。その他、エピソードを話したり、思い出を話したりしてみるということにもチャ

レンジしました。ちょうどクラスの最終日だったため、クラスメートとの思い出を考えてもらいました。最後は、

「おげんきにお過ごしください」や「みなさんのことは忘れません」などの少し自分の気持ちが表現できる日本語

も学習しました（写真③）。また、自分がその場を離れるという場面だけでなく、帰国する先輩に向けての挨拶など

も作ってみました。「先輩が仕事を教えてくれて、うれしかったです」など実習生からもいろいろな文章が出てきま

した（写真④）。 

出会いの挨拶では、「これからお世話になります」「一生懸命頑張ります」などの定型文での挨拶を練習し（写真

⑤）、その後、いろいろな場面にあった挨拶も考えました。会社の挨拶では何を言ったらいいか、日本語教室などで

の挨拶はどんな話題がいいかなど、自分が話せることで相手に興味を持ってもらえるような挨拶を作りました。 

普段の授業では、「やりとり」をすることを中心に授業をしていますが、このように、一人で人前で話す場面も練

習することは、これからの実習生活でも役に立つのではないかと思います。外国語で人前で一人で話すことは本当

に難しいと思いますが、そんな場面でも日本語を堂々と話せるような実習生になってもらえるよう、これからも日

本語指導に力を注いでいきたいと思います。 

写真 1：表現を勉強しました 

～別れ、初日の挨拶についての授業～ 

写真 2：別れの挨拶練習 写真 3：気持ちのこもった表現 

写真 5：初日の挨拶練習 写真 6：日本語教室での挨拶 

せんせい、たいへん 

おせわになりました。 

せんせいのことは、 

わすれません。 

これから おせわになります。 

よろしくおねがいします。 

にほんじんと ともだちに 

なりたいです。 

http://www.ajiken.jp/

